
紹

介

第
鵡
牽
閥
轡
　
策
照
醗
　
　
…
八
羅

る
。
　
塞
書
は
流
布
塞
殆
ん
ど
稀
で
、
僅
か
に
壮
大
三
論
、
灘
建
毒
水
の
み
で
あ

る
か
ら
、
階
・
謂
稀
紳
…
の
得
で
、
古
果
既
書
を
引
獅
す
る
も
の
出
城
名
所
誌
以

下
僅
か
に
撒
書
の
み
で
あ
っ
た
ぴ
さ
れ
ば
、
今
囹
一
霞
が
矯
末
羅
に
よ
っ
て

繭
大
謹
本
を
破
璃
版
に
附
せ
ら
れ
た
壌
は
、
吉
書
普
及
煎
び
保
存
の
二
重
の

意
中
に
於
い
て
、
畢
…
界
の
綴
｛
賀
す
べ
き
事
栖
で
あ
ら
う
。
た
矯
惜
し
む
こ
と

は
、
形
駅
の
小
さ
い
た
め
に
文
字
の
不
明
な
所
が
あ
る
事
で
、
も
う
少
し
く

大
き
か
っ
た
な
ら
ば
と
患
ふ
。

　
併
し
、
編
者
は
別
に
…
班
の
凝
本
を
添
へ
て
居
り
、
そ
れ
に
ほ
福
建
な
解

説
も
あ
る
か
ら
、
さ
き
の
不
穏
は
充
．
分
に
補
ふ
審
が
繊
來
る
。

　
交
書
撚
年
の
條
に
、

　
夏
党
、
滲
巽
黒
寺
、
爲
擁
暴
田
鰻
、
修
種
々
勤
、
今
年
正
月
興
臨
牒
歌
劃

　
來
敏
也
、
講
梵
繍
…
蕊
牽
搬
…
禁
、
駅
、
八
月
十
九
驚
離
家
城
山
蟻
稗
寧
八
麟
大

　
菩
隆
御
託
宣
、
於
難
波
浦
一
百
戴
麗
同
晋
唱
南
無
仁
王
謎
獺
縦
若
波
羅
密

　
多
灘
一
百
八
遍
…
…
…

　
慾
目
十
二
年
三
帰
三
繍

　
大
紳
宮
第
二
度
屡
詣
鍵
搬
…
…
…
鷹
飼
頚
古
人
覧
來
毎
、
敷
面
蔑
以
彼
引
摩

　
圃
法
、
滲
講
騰
伏
線
硲
、
紳
融
．
佛
寺
、
搾
謎
分
泌
行
、

　
久
佳

以
下
多
激
蒙
衰
滅
に
熱
す
る
記
事
が
あ
る
外
に
、
文
永
十
二
年
の
娠
に
攻
む

る
柱
餅
萬
九
年
八
月
頃
∴
一
一
臼
岬
錬
｛
史
以
下
七
名
μ
痩
…
騰
に
な
る
奔
人
群
〃
，
分
の
臆
剣
を
門

止、

ｷ
べ
き
顧
の
講
文
の
如
き
も
、
　
一
心
激
會
隻
の
好
資
料
で
あ
ら
う
．
、
（
嵐
纏

就
圓
、
大
和
法
隆
寺
鵤
赦
郷
舎
焚
行
X
申
村
這
勝
）

醸
岡
縣
褒
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輻
　
　
闘
　
　
縣
編
、

編
岡
縣
史
資
料
は
、
回
金
羅
蹴
鄭
氏
が
夢
心
縣
の
委
賜
を
轟
け
て
権
幕
し

た
も
の
で
、
昭
瀦
七
年
六
月
第
一
鰻
が
潟
さ
れ
て
よ
り
八
ケ
年
に
亙
っ
て
綾

潤
さ
れ
、
今
度
そ
の
最
後
の
第
牽
韓
が
撮
版
せ
ら
れ
て
、
こ
㌧
に
全
十
…
溝
の

完
成
を
見
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
此
書
の
編
纂
の
膿
．
裁
は
、
全
膿
を
遜
じ
て
、
大
盤
…
、
砲
口
、
解
題
、
古
代

縮棚

N
盛
鳶
轡
、
　
騒
｛
ヵ
士
那
文
照
照
、
　
踊
匙
の
霊
山
綿
隔
、
　
麟
調
蝦
史
辮
判
の
み
ハ
踊
ハ
臼
μ
に
分
顧
隅
さ

れ
る
。
併
し
、
一
瞬
毎
に
何
等
か
の
項
H
に
つ
い
て
纒
っ
て
み
る
の
で
は
な

ぐ
、
各
辮
…
、
夫
々
の
項
．
H
に
巖
す
る
塩
の
が
随
時
載
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
…
単
に
一
珊
の
み
を
醸
出
し
て
見
る
時
は
、
か
な
り
鎌
然
と

し
て
み
る
が
、
第
干
韓
の
絡
に
各
順
、
旨
鋼
の
縮
賛
録
が
附
せ
ら
れ
て
み
る
か

ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
如
何
な
る
も
の
が
ど
の
輯
に
人
づ
て
み
る
か
は
知
り
得

る
わ
け
で
繊
あ
る
が
、
編
纂
の
方
汰
に
夢
少
．
不
屈
さ
の
あ
る
の
は
漏
れ
な
い
。

　
次
に
、
ワ
’
、
の
内
容
を
見
る
と
、
警
目
　
の
順
で
は
、
縣
．
内
藏
書
の
月
録
を
懸
・

げ
、
解
題
の
順
で
は
、
編
岡
縣
に
關
係
の
あ
る
書
物
に
つ
い
て
簡
箪
な
解
麓

を
し
、
毒
忌
編
年
無
料
の
順
は
太
古
よ
り
、
後
醍
醐
天
塁
の
建
武
元
年
に
至

る
ま
で
の
…
…
繰
岡
〃
蝋
の
歴
史
に
…
醸
療
の
あ
る
．
重
要
な
る
史
料
を
種
々
の
記
録
及

交
書
串
・
よ
り
抽
出
し
て
編
年
的
に
列
記
さ
れ
て
み
る
。
地
方
古
文
書
の
項
、
は

筑
前
地
方
占
文
書
、
筑
後
鱗
方
霧
交
婚
、
難
解
地
方
占
交
書
の
…
謡
項
、
H
に
．
分

葱
さ
れ
て
あ
る
が
、
夫
々
の
紬
…
．
万
の
古
窯
書
、
劔
へ
ば
、
鏡
麟
の
宗
像
縛
瀧

文
書
及
宗
微
大
宮
司
羅
触
文
嘗
、
鎌
生
交
書
、
筑
後
の
灘
演
戯
交
書
、
大
友
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交
徽
“
、
職
無
闇
の
求
窯
，
潔
癖
交
遅
日
、
黒
水
文
書
侮
の
中
よ
り
電
要
な
る
も
の
を

撰
ん
で
各
叉
緯
騎
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
近
事
の
記
蟻
は
宅
レ
制
し
て
藩
治
に

閲
開
す
る
綿
記
録
で
、
編
想
撃
も
、
瀞
日
代
よ
り
近
代
．
に
吊
黒
キ
」
を
置
く
と
濾
べ
て
る
る

如
く
、
駒
岡
．
藩
、
秋
月
藩
、
久
潮
溜
藩
、
擁
河
藩
、
蹴
池
藩
、
小
倉
．
ヂ
．
軍
に

解
す
る
晶
録
が
か
な
り
難
富
に
載
せ
ら
れ
て
あ
り
、
藩
雪
，
．
時
代
の
郷
土
史
．
研

究
上
に
は
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
宅
最
後
の
明
治
史
料
の
項
、
は
、
明

治
初
年
の
騙
岡
縣
に
醒
す
る
費
聾
を
集
め
た
も
の
で
、
明
治
初
年
の
縫
草
期

に
於
け
る
輻
岡
縣
の
情
蔑
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
が
あ
る
Q

　
欝
、
奮
珊
の
巻
頭
に
は
、
揖
、
．
侵
な
る
丈
鷺
、
、
爲
輕
等
の
償
纏
懸
敬
が
載
せ
ら

れ
、
雀
尾
に
は
、
古
圃
の
爲
眞
販
が
附
載
諏
、
㌦
れ
て
る
る
⇔

　
編
髪
．
の
方
法
に
多
少
の
混
酸
が
あ
る
と
は
．
　
、
爲
へ
、
’
昏
夢
憾
に
亙
っ
て
、
醸

岡
縣
史
に
關
す
る
資
質
を
多
方
噸
に
亙
り
か
く
乳
雛
富
に
集
成
さ
れ
た
編
灘

の
勢
苦
に
婿
し
て
衷
心
の
石
敬
意
　

詳
し
な
け
れ
ば
膝
ら
な
い
9
こ
の
成
下
厩
っ

て
藤
岡
縣
郷
土
史
、
更
に
は
一
般
鷲
本
歴
史
研
究
上
に
稗
離
す
る
所
、
ま
た

「
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ら
う
○
（
全
十
滞
、
緑
柵
約
八
○
○
．
頁
、
菊
版
、
鵜

閾
漁
獲
行
）
〔
ホ
野
恭
一
郎
〕

縫
向
古
丈
書
集
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
懸
編

　
近
年
瀬
瀬
纏
演
史
の
研
9
が
彊
む
と
共
に
、
史
料
に
封
ず
る
關
心
は
繍
鳶

精
細
に
な
っ
て
來
た
。
け
れ
ど
も
史
料
を
披
絹
多
る
こ
と
は
、
種
々
な
巽
犠

か
ら
し
て
、
　
一
葦
の
碑
究
籔
に
と
っ
て
ほ
必
し
も
容
易
な
こ
と
で
に
な
い
。

今
こ
㌧
に
．
躍
向
煮
文
灘
餐
瓶
と
難
し
て
、
富
酪
．
縣
隊
係
の
霊
文
緯
を
集
大
繊

介

し
て
、
一
般
に
公
に
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
貴
嚢
な
史
料
ぬ
披
闘
を
党
易
な
ら

し
め
、
墨
界
を
繍
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
謀
ひ
、
ご
び
に
堪

へ
な
い
次
第
で
あ
る
Q

　
本
書
に
牧
め
ら
れ
た
蜜
又
占
は
、
穴
濁
し
て
…
∴
つ
に
今
．
堪
さ
れ
て
居
る
。

第
一
類
は
、
露
盤
に
遡
存
す
る
實
文
書
を
貯
め
、
確
　
一
．
瑛
は
、
酵
　
溢
年
記
r

貰
向
記
の
凝
し
…
に
般
む
る
吉
文
書
を
撮
撫
し
、
第
糖
類
は
、
縣
外
に
遣
存

す
る
古
父
瀞
官
の
由
－
よ
り
鳴
謝
平
門
係
の
竜
の
ノ
福
離
し
て
居
る
。
〈
フ
各
頻
に

験
め
ら
れ
て
媛
る
文
書
を
譜
け
れ
ば
次
の
沸
く
で
あ
る
。

簾
　
一
　
罰

　
穴
光
寺
文
書
、
嘗
出
証
書
、
至
、
膏
マ
夢
、
“
≧
　
㎡
璽
瞬
環
丈
凸
塵
、
町
照

　
丈
舎
、
登
穏
無
文
書
、
秋
蒲
文
書
、
購
尻
／
ぼ
、
、
鍾
勘
始
源
突
嘗
、
麓
山

　
丈
期
日
、
舞
宿
文
凸
鳶
、
考
察
交
宍
、
∴
．
ホ
氏
鷹
誘
．
響
東
露
霜
、
穀
谷
場
丈
書

　
駕
志
鶴
交
書
、
鴛
疑
岬
灘
文
書
、
島
押
”
欝
ダ
癖
戴
丈
霊
、
青
島
瀞
祉
丈

　
書
、
伊
雰
叉
書
、
義
門
寺
喪
｛
．
官

第
二
　
類

　
新
編
」
鱒
氏
澱
鋒
蕉
統
系
騎
鷲
敦
実
ハ
、
冨
、
入
臓
系
悶
聴
牧
丈
書
、
パ
け
禰
鷺

記
虎
敦
峯
μ
・
貰
向
記
熱
牧
伊
東
塞
冨

第
蕪
　
鋼

　
研
賀
目
宵
文
書
、
拝
、
匹
瀞
丈
奪
、
、
歎
ハ
惣
薮
絞
蕪
永
家
薮
窯
陥
舷
女
鱒
”
野
濤
事
、

　
字
佐
八
鰯
質
大
諦
“
壁
献
燈
蔚
　
申
古
．
　
一
、
聖
像
綻
。
欝
家
鰻
仙
郷
寅
書
、
丹
秘
∵
饗

　
媛
単
文
獄
、
志
．
撃
嵐
鱒
㌔
、
，
冨
、
天
華
諦
．
．
、
糀
膏
謡
録
、
・
妙
絶
券
突
如
、
後
康
家
宵

　
事
態
、
大
．
、
ズ
、
．
、
罪
康
／
書
、
跨
下
文
墨
、
趨
良
窯
欝
、
島
浄
伊
欝
家

　
断
章
女
浮
、
鴻
津
公
欝
．
承
懸
蕪
樺
寓
突
慨
翼
、
吊
愈
趨
孤
島
淳
文
欝
、
熟
郷
丈

第
二
十
臨
懸
　
舞
顯
號
　
　
一
八
烈
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